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杉山メディアサポート株式会社

代表取締役　大髙　 明

●事業所及び所在地

：〒435-0046 静岡県浜松市東区丸塚町１９６-１

：〒431-2103 静岡県浜松市北区新都田一丁目１０番２号

：〒420-0913 静岡県静岡市葵区瀬名川三丁目１番３３号

：〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町１-１８-９　ＡＴビル６Ｆ

※ODPショップは2018年11月新都田工場に移転

http://www.sugiyama-ms.co.jp/

１９４８年４月

５,６００万円

・印刷、製本業　　・商業、工業デザイン企画設計　　・各種写真の撮影

・情報の収集、処理、加工、提供サービス　　・看板の設計、製作

２０１８年２月　～　２０１９年１月

（環境活動期間：２０１８年１月～１２月）

：２,７６2百万円　（環境活動期間）

：１６９名

：７,９２２㎡

●環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者： 新都田工場長　　 清水　　亨

ＥＡ２１事務局　 曾我　晴美

ＴＥＬ　０５３-４８４-１１７１

ＦＡＸ　０５３-４８４-１１７０

●認証・登録の対象組織活動

杉山メディアサポート株式会社

全事業所

丸塚営業本部、新都田工場、静岡営業所、東京営業所

●対象の活動 総合印刷業（企画・立案から印刷、加工、出荷、在庫管理まで）、

情報サービス加工業（DTP、データベース構築、WEBホームページ制作等）　等

エコアクション２１ガイドライン２０１７年度版に基づき策定した

「環境経営システム」を基準とする代表者を中心とした全従業員による

環境保全活動

●認証登録番号 0000047

●認証・登録日 2004年11月26日

担 当 者 ：

連 絡 先 ：

登 録 組 織 名 ：

対 象 事 業 所 ：

● 事 業 の 規 模

● 事 業 の 内 容

● 事 業 年 度

総 売 上 高

従 業 員 数

延 床 総 面 積

静 岡 営 業 所

東 京 営 業 所

【　H　P　】

● 設 立

● 資 本 金

● 事 業 者 名

● 代 表 者 名

丸 塚 営 業 本 部

新 都 田 工 場

1.組織の概要
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更新日：2018年11月7日

・環境経営に関する統括責任

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境管理責任者の任命

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境経営目標、環境経営計画書、環境教育訓練計画書の承認

・代表者による全体の評価と見直しの実施

・環境経営レポートの承認

・内部監査員の任命

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境委員会の委員長

・環境部門長の任命

・「環境負荷の自己チェック」及び「環境への取組みの自己チェック」結果取りまとめと報告

・「環境関連法規等一覧表」の承認

・環境経営目標・環境経営計画書、環境教育訓練計画書の確認

・一般研修（部門長）や法規制等の教育訓練の実施

・環境経営活動の取組み結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・「環境負荷の自己チェック」及び「環境への取組みの自己チェック」の実施

・環境経営目標・環境経営計画書、環境教育訓練計画書の策定

・環境経営目標、環境経営計画、環境教育訓練に対する実績取りまとめと記録

・「環境関連法規等一覧表」の作成及び最新版管理、遵守評価の実施

・環境経営方針、環境経営目標達成のための手順を定め文書化

・従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の内外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、情報提供（事務所内掲示と地域事務局への送付）

・環境活動通信作成、情報提供（事務所内掲示）

・毎月末「ＥＡ２１巡回」を実施

・環境委員会の開催

・環境経営システムに則り、運営における問題点等の報告と対策を協議する

・環境保全活動の推進

・事故および緊急事態への試行・訓練の実施と記録作成

・定期的な巡回と指導

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境経営目標の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見と是正及び予防処置の実施

・毎月末「環境活動取組み状況」のチェックの実施

・内部環境監査の実施と報告

・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

部門長

内部監査員

全従業員

役割・責任・権限担当者

代表者

環境管理責任者

環境委員会

ＥＡ２１事務局

代表者 

代表取締役 大髙 明 

環境管理責任者・ 

環境委員会委員長 

新都田工場 工場長 

清水 亨 

新都田工場 部門長 

静岡営業所 部門長 

東京営業所 部門長 

全

従

業

員

丸塚営業本部 部門長 

環境委員会

ＥＡ２１事務局・ 

環境委員会事務局 

曾我 晴美 

内部監査員 

丸塚オフリン工場 工場長 

２.実施体制図及び責務
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３.環境経営方針
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基準値

２０１７年実績

kg-ＣＯ2 １,４６２,２３５ １,３８９,１２３ １,５０１,７１３ １,３７４,５０１ １,３５９,８７９

削減 ５% 目標比　108.1% ６% ７%

省エネルギーの推進

kWh ２,１９２,６６０ ２,０８３,０２７ ２,２３２,４４４ ２,０６１,１００ ２,０３９,１７４

削減 ５% 目標比　107.2% ６% ７%

kg ３４,５６７ ３２,８３９ ３３,２５９ ３２,４９３ ３２,１４７

削減 ５% 目標比　101.3％ ６% ７%

Nｍ3 １２８,８７８ １２７,５８９ １４６,５２５ １２６,３００ １２５,０１２

削減 １% 目標比　114.8％ ２% ３%

ℓ ２５,７０８ ２４,４２３ ２４,５３６ ２４,１６６ ２３,９０８

削減 ５% 目標比　100.5％ ６% ７%

ℓ １３,７５１ １３,０６３ １１,８２８ １２,９２６ １２,７８８

削減 ５% 目標比 　 90.6% ６% ７%

水資源使用量の削減

ｍ3 ２,４９６ ２,３７１ ２,２７１ ２,３４６ ２,３２１

削減 ５% 目標比　  95.8％ ６% ７%

製品への環境配慮

kg ５,１１２.７４ ５,６２４.０１ ７,０４８.９６ ５,８７９.６５ ６,１３５.２９

増加 １０% 目標比　125.3％ １５% ２０%

FSC®認証製品受注拡大

件 ２２ ２４ ２７ ２６ ２９

増加 １０% 目標比　112.5％ ２０% ３０%

省資源の推進

% １０.５ １０.４ １１.２ １０.３ １０.２

減少 ０.１ 目標比　107.7％ ０.２ ０.３

枚 １,１４３,５３３ １,１０９,２２７ １,１７４,０６８ １,０９７,７９２ １,０８６,３５６

削減 ３% 目標比　105.9％ ４% ５%

産業廃棄物排出量の削減

ｔ １,１７４.１５ １,１１５.４４ １,２３７.８３ １,１０３.７０ １,０９１.９６

削減 ５% 目標比　111.0% ６% ７%

ｔ ０.５８ ０.５７ ０.６０ ０.５６ ０.５６

削減 ２% 目標比　105.3% ３% ４%

リサイクル活動の推進

ｔ １,１４７.０１ １,１５０.４５ １,２１５.５９ １,１５１.６０ １,１５２.７５

増加 ０.３% 目標比　105.7％ ０.４% ０.５%

% ９７.７ ９８.０ ９８.２ ９８.１ ９８.２

向上 ０.３ 目標比　100.2％ ０.４ ０.５

化学物質使用量の削減と適正管理

kg ２３３.５０ ２２８.８３ ２６４.７３ ２２６.５０ ２２４.１６

削減 ２% 目標比　115.7% ３% ４%

% １.１８ １.１７ １.１９ １.１６ １.１５

低下 ０.０１ 目標比　101.7％ ０.０２ ０.０３

2016年二酸化炭素排出係数　　

丸塚営業本部、新都田工場、静岡営業所　／　サーラeエナジー：0.442kg-CO2

エネルギー使用量削減による
二酸化炭素排出量の削減

項　　目 単位 2018年目標 2019年目標 2020年目標

電 力 使 用 量

2018年実績 評価

未達成

未達成

達成

未達成

未達成

達成

達成

未達成

未達成

Ｌ Ｐ ガ ス 使 用 量

都 市 ガ ス 使 用 量

ガ ソ リ ン 使 用 量

上 水 使 用 量

未達成

未達成

未達成

達成

達成

軽 油 使 用 量

環 境 配 慮 型 製 品
製 造 量

FSC 認 証 製 品
受 注 件 数

達成

東京営業所　／　東京電力：0.474kg-CO2

新都田工場　／　中部電力：0.48kg-CO2

最 終 処 分 量

印 刷 用 紙 に 対 す る
予 備 紙 使 用 量 削 減

コ ピ ー / 出 力 紙
使 用 量 削 減

総 使 用 量 に 対 す る
第 一 種 含 有 率

未達成

PRTR 法 第 一 種
化 学 物 質 量

未達成

産 業 廃 棄 物 排 出 量

有 価 物 量

再 資 源 化 率

４.環境経営目標及びその実績
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活動評価：◎よくできた　○できた　×不十分・できなかった

エネルギー使用量削減による二酸化炭素排出量の削減

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

強化
月間

・空調温度の適正化（冷房27℃、暖房22℃）

・デマンド監視装置によるピークカット

・空調機、エアコンのフィルター清掃

・照明器具のLED化

・パソコンの電源プランは省電力プラン設定

・トイレ便座の温度設定（夏季/電源OFF、冬季/低温設定）

　とタイマー化（ON/7:00、OFF/22:00）

・省エネ機器への更新

・未使用フロア消灯、昼休み消灯

・プルスイッチ型照明具の利用

・コンプレッサーのエアー漏れ点検

・窓へ遮光シート貼り付けや農業用シートの活用

・丸塚オフリン工場照明器具更新検討

・退勤時、パソコン・換気扇の電源OFF

・外灯のタイマー化

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

● ● ● ● ● ● ● ● ●

強化
月間

・空調温度の適正化（冷房27℃、暖房20℃）

・空調機のフィルター清掃

・高効率ガスヒートポンプ（GHP）への更新

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

強化
月間

・印刷乾燥機の点検・整備

・印刷乾燥機の空気比低減

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

強化
月間

・エコドライブ10の実践

ガ ソ リ ン 使 用 量 ・効率の良い営業・納品ルートの設定（運転日報の活用）

・ ・燃費向上を目的とする車両の整備

軽 油 使 用 量 　　タイヤの空気圧、オイル交換

・走行距離と燃料使用量のチェック

・適正な積載量

・Web会議の活用

・エコカーへの転換

◎

取
組
計
画

対象部門
営業課

・
物流課

取組内容
・

活動結果

○

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

対象部門

取組内容
・

活動結果

取
組
計
画

全部門、
全従業員

取
組
計
画

オフセット課
・

BF課

丸塚オフリン
工場

取
組
計
画

対象部門

取組内容
・

活動結果

○

○

◎

◎

◎

○

×

○

×

◎

◎

Ｌ Ｐ ガ ス 使 用 量

都 市 ガ ス 使 用 量

対象部門

取組内容
・

活動結果

項　　目 対象部門・取組計画・取組内容・活動結果

省エネルギーの推進

電 力 使 用 量

○

×

○

×

○

×

5.環境経営計画と活動結果
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活動評価：◎よくできた　○できた　×不十分・できなかった

省エネルギーの推進

水資源使用量の削減

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

強化
月間

・湿し水循環ろ過装置による水交換回数の削減

・手洗い時の節水啓発表示

・女子トイレの擬音装置利用の徹底

・節水こまの取付

・水道蛇口パッキンの交換

・雨水を利用しての散水

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

製品
PR

・環境配慮型製品の推進

・『ビジネスマッチングフェア』に参加しての製品PR活動

・販促ツールの作成

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

・予備紙は最低数量とする

・刷り出し損紙の再利用

・ペーパーレスに努める

・コピー/出力の縮小・両面・集約機能活用

・電子メール、掲示板、回覧利用

・ミスコピー防止のためコピー機使用後は設定をリセット

・保管書類のPDF化

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

・SDSの管理

・化学物質リスクアセスメント実施

・ ・溶剤の化学物質量把握

・洗浄剤の代替品検討

　　有規則第２種使用の制限、PRTR法第一種からの切替

・VOC警報器の活用

・印刷機自動洗浄装置の導入

・湿し水IPAレス化

・製版フィルムレス（CTP）化

◎
・

省資源の推進

印刷用紙に対する予備
紙 使 用 量 削 減

コ ピ ー / 出 力 紙
使 用 量 削 減

取組内容
・

活動結果

×

○

◎

◎

◎

○

対象部門
全部門、
全従業員

取
組
計
画

製品への環境配慮・FSC®認証製品受注拡大

対象部門 営業課

取
組
計
画

取組内容
・

活動結果

○

◎

○

環 境 配 慮 型 製 品
製 造 量

あ
・
あ

FSC 認 証 製 品
受 注 件 数

化学物質使用量の削減と適正管理

対象部門
印刷課

・
プリプレス課

取
組
計
画

取組内容
・

活動結果

◎

○

◎

○

◎

◎

PRTR 法 第 一 種
化 学 物 質 量

総 使 用 量 に 対 す る
第 一 種 含 有 率

◎

◎

項　　目 対象部門・取組計画・取組内容・活動結果

○

上 水 使 用 量

対象部門
印刷課

・
全従業員

取
組
計
画

取組内容
・

活動結果

◎

◎

◎

○

×

5.環境経営計画と活動結果
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活動評価：◎よくできた　○できた　×不十分・できなかった

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

分別
指導

強化
月間

強化
月間

・印刷予備紙率の低減（予備紙は最低数量とする）

産 業 廃 棄 物 排 出 量 ・印刷準備紙は使用済みの準備紙利用

最 終 処 分 量 ・ミスを無くし、刷り直しによる廃棄物の削減

・ ・廃棄物の分別、3Rの実施

有 価 物 量 ・廃棄物の分別指導

・ ・廃棄物の分別項目と保管場所の表示

再 資 源 化 率 ・「静岡県産廃3Rキャンペーン」への参加

・印刷準備紙の裏面をコピー用紙に再利用

・梱包資材の再利用

・封筒の再利用（作業指示書袋・メール便袋）

・廃棄物倉庫の改修

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

○ ● ○ ○ ● ●

環境
月間

・新都田工場周辺清掃年6回実施

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

● ● ●

環境
月間

・「小さな親切」運動“クリーン作戦”年2回参加

・浜松河川国道事務所“クリーン作戦”年1回参加

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

○ ●

・交通安全週間“旗振り”年2回実施

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

・エコキャップ運動実施

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間

・製紙会社「割り箸リサイクル活動」への協力 ◎　5kg送付

取
組
計
画

新都田工場

取
組
計
画

取
組
計
画

全部門、
全従業員

○　9月実施

◎　9,113個送付

交通安全週間

取
組
計
画

対象部門 新都田工場

新都田工場

取
組
計
画

対象部門

取組内容 ◎　4,9,10月実施

◎　2,6月参加

◎　10月参加

交通安全週間

グラウンド・ワーク
活 動 へ の 協 力

取組内容

地 域 安 全 活 動

取組内容

子供の未来育成活動

取組内容

対象部門

対象部門

地 域 清 掃 活 動

取組内容

対象部門
安全衛生
委員会

◎

◎

◎

項　　目 対象部門・取組計画・取組内容・活動結果

対象部門
全部門、
全従業員

取
組
計
画

地域活動・社会貢献活動

会 社 周 辺 清 掃 活 動

産業廃棄物排出量の削減　・　リサイクル活動の推進

×

◎

○

◎

◎取組内容
・

活動結果

◎

◎

◎

5.環境経営計画と活動結果
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単位 2018年目標 2018年実績 評価

kg-ＣＯ2 １,３８９,１２３ １,５０１,７１３

５% 目標比　108.1%

省エネルギーの推進

単位 2018年目標 2018年実績 評価

kWh ２,０８３,０２７ ２,２３２,４４４

５% 目標比　107.2%

節電啓発表示 空調設定温度の啓発表示 改訂した「環境活動通信」

未使用フロアの消灯、昼休み消灯 エアコンフィルター清掃表 「環境活動通信」は毎月1回発行して

掲示とメール送信で使用量について各部署で

検討してもらう

項　　目 環境効率指標評価／1,000枚通し枚数

二酸化炭素排出量の削減 未達成
2017基準年 2018年実績

3.52 3.65

次年
度の
取組

取組継続と強化
電力使用量は生産高（通し枚数）に影響されるものであるが、工場別で使用状況を確認すると、新都田工場では生産高は基準年
比95.6%、電力使用量も95.0%であるため目標を達成しているが、丸塚オフリン工場の生産高は基準年比106.3%に対し、電
力使用量が107.3％と増加したため目標を達成することが出来なかった。次年度は毎月発行している「環境活動通信」の電力使
用量欄を改訂して前年同月に加え前月・前々月の使用量欄を追記することで、各部門で使用量について意識を高めてもらうこと
にする。

次年
度の
取組

電力及び都市ガス使用量は生産高（通し枚数）に影響されるもであるが、電力使用量は二酸化炭素排出量割合が66%を占めるた
め、電力使用量削減に向け全従業員で取組む必要がある。

項　　目 環境効率指標評価／1,000枚通し枚数

電 力 使 用 量 未達成
2017基準年 2018年実績

５.００ 5.42
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電力使用量 

目標 kWh 

電力 kWh 

0 
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800000 

1200000 

1600000 

2016年 2017年 2018年 

二酸化炭素排出量推移表 

目標 kg-CO2 

実績 kg-CO2 

電力 66% 

LPガス 

7% 

都市ガス 

22% 

ガソリン 

4% 

軽油 2% 

2018年 二酸化炭素排出量割合 

6.取組結果とその評価
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単位 2018年目標 2018年実績 評価

kg ３２,８３９ ３３,２５９

５% 目標比　101.3％

　　　　空調機フィルター清掃   空調設定温度の啓発表示

単位 2018年目標 2018年実績 評価

Nｍ3 １２７,５８９ １４６,５２５

１% 目標比　114.8％

水資源使用量の削減

単位 2018年目標 2018年実績 評価

ｍ3 ２,３７１ ２,２７１

５% 目標比　95.8％

　　　  湿し水循環装置と 　節水啓発表示

　　　  高性能フィルターろ過装置

１３,４３８

環境効率指標評価／空調機運転時間

未達成

未達成

達成上 水 使 用 量

項　　目 環境効率指標評価／従業員数

Ｌ Ｐ ガ ス 使 用 量

項　　目

2017基準年 2018年実績

２０,０９７.０９ １９,４２６.９９

2017基準年

取組継続
上水は印刷機湿し水に使用するより生活用水の利用率が高いため、啓発掲示をして従業員一人ひとりの節水意識を高めていく。
新都田工場では節水こま取付箇所を増やしていく。

次年
度の
取組

取組継続
BF課のガス空調機2台を高効率ガス空調機に改修したが、冬季の低温とガス空調機には加湿機能がついているため、負荷がかか
ることなどが考えられる。印刷課では、紙粉や印刷時のブロッキング防止（裏移り、静電気）パウダーによるフィルター目詰ま
りが発生しやすいため定期的に清掃を実施して空調機の稼働効率をよくする必要がある。

都 市 ガ ス 使 用 量

次年
度の
取組

取組継続と強化
都市ガスは丸塚オフリン工場の印刷工程時の乾燥燃料であるため、生産高（通し枚数）が基準年比106.3％と増加したことによ
るものだが、増加率が高いため過剰燃料使用等が考えられる。次年度は空気比低減による燃料使用量の削減と、毎月発行してい
る「環境活動通信」に生産高と都市ガス使用量割合を掲載して意識改革に努めていく。

項　　目 環境効率指標評価／1,000枚通し枚数

次年
度の
取組

2018年実績

０.９９ １.０６

2017基準年 2018年実績

１４,８５７
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単位 2018年目標 2018年実績 評価

ℓ ２４,４２３ ２４,５３６

５% 目標比　100.5％

ℓ １３,０６３ １１,８２８

５% 目標比　90.6%

営業部・物流部には毎月末「走行顧慮・給油票」

を提出させ、燃費を意識向上させる

工場敷地内はアイドリングストップ表示

製品への環境配慮・FSC®認証製品受注拡大

単位 2018年目標 2018年実績 評価

kg ５,６２４.０１ ７,０４８.９６

１０% 目標比　125.3％

件 ２４ ２７

１０% 目標比　112.5％

『ビジネスマッチングフェア2018』

2018年7月11日　アクトシティ浜松

環境配慮型製品

取組継続と強化
展示会PRにより今までFSC認証紙を使用していなかった顧客の受注を獲得できた。また、森の町内会がFSC認証紙を取り扱うよ
うになり受注拡大に繋がった。今後は印刷用紙の値上げや古紙不足によるリサイクルペーパーからバージンペーパーへと需要が
変わるため、顧客の環境への取組みとして、FSC認証紙の需要拡大が見込まれる。次年度はさらなる営業推進のため販促ツール
を作成し受注拡大に尽力していく。

項　　目 対象

環 境 配 慮 型 製 品
製 造 量

達成
FSC®認証紙と森の町内会「間伐材に寄
与する紙」、GP認定資材を使用しての製
品の製造

次年
度の
取組

FSC 認 証 製 品 受 注 件 数 達成
FSC®認証紙を使い、FSCロゴマークを
印刷した製品

項　　目 環境効率指標評価／所有台数

ガ ソ リ ン 使 用 量 未達成
2017基準年 2018年実績

１,１１７.７４ ９８１.４４

軽 油 使 用 量 達成

次年
度の
取組

取組継続
エコカーへの更新は、基準年保有車両28台（内ハイブリット軽車両8台）と比較すると、保有車両2台増加（内ハイブリット軽
車両8台）となったため、ガソリン使用量が増加してしまったが、環境効率指標評価は減少している。次年度もリースUP等車両
入替時にエコカーへの更新をしていく。ディーゼル車は台数に変更がないものの使用量が減少したため継続取組とする。

2017基準年 2018年実績

２,７５０.２０ ２,３６５.６０
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省資源の推進

単位 2018年目標 2018年実績 評価

% １０.４ １１.２

０.１ 目標比　107.7％

　　　　　印刷予備紙を減らし、刷り出し損紙は繰り返し使用

単位 2018年目標 2018年実績 評価

枚 １,１０９,２２７ １,１７４,０６８

３% 目標比　105.9％

　　　　コピー用紙は裏紙使用 印刷前にプレビュー確認表示

　　

化学物質使用量の削減と適正管理

単位 2018年目標 2018年実績 評価

kg ２２８.８３ ２６４.７３

２% 目標比　115.7%

% １.１７ １.１９

０.０１ 目標比　101.7％

　　　　　　　 使用溶剤の最新SDSと取扱注意事項掲示

洗浄剤、現像液等

次年
度の
取組

取組継続と強化
毎月発行している「環境活動通信」のコピー・出力紙使用枚数欄を、前年同月に加え前月・前々月の使用枚数欄を追記すること
で、各部門で使用枚数について意識を高めてもらうことにする。

次年
度の
取組

取組継続
化学物質リスクアセスメントを実施し、より安全性の高い代替品の購入を推進した。主な使用用途は機械洗浄のための払拭作業
のため、1回の使用量を作業者が留意することで年間を通しての削減に繋がっていく。次年度は刷版の無処理版を導入していく方
針である。これにより、現像液が不要となり廃液もなくなるため、化学物質使用量と産業廃棄物排出量を削減できると期待す
る

項　　目 環境効率指標評価／1,000枚通し枚数

PRTR 法 第 一 種
化 学 物 質 量

未達成

総 使 用 量 に 対 す る
第 一 種 含 有 率

未達成

2017基準年 2018年実績

０.００５６０ ０.０００６４

対象

項　　目 対象

コ ピ ー / 出 力 紙
使 用 量 削 減

未達成 コピー、パソコンからの出力紙

次年
度の
取組

取組継続と強化
予備紙を減らしていくことが省資源となり、印刷用紙の値上がりに伴う経費削減に繋がっていくため、1受注につき50～100枚
を目標に減らしていく。

項　　目 対象

印 刷 用 紙 に 対 す る
予 備 紙 使 用 量 削 減

未達成
印刷刷り出し損紙、加工・製本用損紙、
見本・納本用紙

0 
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産業廃棄物排出量排出量の削減・リサイクル活動の推進

単位 2018年目標 2018年実績 評価

ｔ １,１１５.４４ １,２３７.８３

５% 目標比　111.0%

ｔ ０.５７ ０.６０

２% 目標比　105.3%

ｔ １,１５０.４５ １,２１５.５９

０.３% 目標比　105.7％

% ９８.０ ９８.２

０.３ 目標比　100.2％

新都田工場廃棄物保管倉庫2018年7月改修　　プレート表示で分別を明確化 処分する紙を再分別

■プルーフ校正■　　　当社は、オフセット印刷機による本紙を使用した本機校正に替わるプルーフ校正を推奨しています。

【お客様のメリット】 【当社のメリット】

本機校正にかかる刷り出し用紙・イン
キ・印刷版等を使用しないため、資源の
削減に繋がります

本機校正にかかる刷り出し用紙・イン
キ・印刷版等を使用しないため、廃棄物
発生量を抑えることができます

本機校正にかかる刷り出し用紙・イン
キ・印刷版等を使用しないため、コス
トを抑えられます

校正を速く見たいという要望にお応え
できます

項　　目 環境効率指標評価／1,000枚通し枚数

産 業 廃 棄 物 排 出 量 未達成

次年
度の
取組

取組継続
産業廃棄物排出量は増えたが新都田工場の廃棄物保管倉庫を改修したことにより、従業員の分別意識が高まり再資源化率を向上
させることができた。次年度も必要に応じて分別指導をしていく。

最 終 処 分 量 未達成

有 価 物 量 達成

再 資 源 化 率 達成

2017基準年 2018年実績

０.００２８２ ０.００３０１

2017基準年 2018年実績

０.００２７６ ０.００２９５
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目標 ｔ 

排出量 ｔ 

0 
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産業廃棄物最終処分量 

目標 ｔ 

最終処分量 ｔ 

0 
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再資源化率 

目標 ％ 

再資源化率 ％ 

0 
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600 
900 

1200 

2016年 2017年 2018年 

有価物排出量 

目標 ｔ 

有価物量 ｔ 

省資源 低コスト 

廃棄物削減 短納期 



- 14 -

環境経営レポート　2018 年版

遵守評価：◎遵守できている　○一部遵守できていない　×遵守不十分・遵守できていない ※対象法規を一部省略

静岡県環境基本条例 第6条 遵守 ◎

浜松市環境基本条例 第3条 遵守 ◎

静岡県生活環境保全条例 第3条

騒音規制法 第5条 基準値：第4種区域 遵守 ◎年2回測定

　静岡県生活環境保全条例 第6条 届出 2010/8/26

振動規制法 第5条 遵守 ◎年2回測定

　静岡県生活環境保全条例 第6条 届出 1996/11/1

廃棄物処理法 第3条 遵守 ◎

第12条 遵守 ◎

表示、飛散・浸透防止 遵守 ◎

遵守 ◎

届出 2017/8/1

記録 ◎

報告 ◎2017/5/9

水質汚濁防止法 第5条 届出 ◎2018/5/31

第12条 記録 ◎2018/5/22

第14条 遵守 ◎

下水道法 第12条 届出 ◎2018/6/22

遵守 ◎

記録 ◎

土壌汚染対策法 第4条 届出 変更なし

大気汚染防止法 第17条 遵守 ◎

悪臭防止法 第7条

　浜松市悪臭規制

フロン排出抑制法 第5条

第16条

記録 ○3・6・9月実施

記録 ◎

第19条 報告 規定量以下

化管法 第4条 遵守 ◎

第5条 報告 規定量以下

自動車リサイクル法 第5条 遵守 ◎

第8条 遵守 ◎

毎月末５Ｓパトロールを実施して遵守確認

◎

◎

◎

◎2018/2/27

遵守

遵守 ◎

◎記録

◎2018/5/31

対象：7.5kW以上50KW
未満の空調機器

　機器の適切な設置、適正使用環境の維持・確保

記録

　機器の整備委託と記録保管

第一種特定製品：業務用
空調機器、チラー等

使用済み自動車の適正引渡

長期間利用と使用済みの抑制と再資源化促進

第一種指定化学物質取扱量の把握 年間1t以上

算定漏えい量報告 1年度内1,000ｔ-CO2以上

第一種及び第二種指定化学物質の使用と管理 事業者の責務

所有車両

使用するフロン類の適正管理

　1・2・3号基準

管理者判断基準

　簡易点検　1回/3ヶ月

　定期点検　1回/3年

規制基準

VOC発生抑制

特定施設の届出

特定事業場排除制限

事業者の責務

公害の防止、環境負荷への低減

事業者の責務

産業廃棄物、特別管理産業廃棄物

収集運搬・処分業者委託契約

産業廃棄物、特別管理産業廃棄物

優良認定事業者は処理状
況の確認

管理責任者の届出

処理基準

実地確認

特定施設規制基準

3,000㎡以上の土地

委託基準

環境マネジメントシステムを導入し、環境への
負荷の低減

遵守

事業者の責務

事業者の責務

特定施設の届出 印刷機械

特定施設の届出 印刷機械

基準値：第2種区域の2

事業者の責務

公害の防止、自然環境保全、廃棄物適正処理

義務法令・条例 要求事項 遵守状況

　浜松市産業廃棄物の
　適正な処理に関する
　条例

対象：全ての工場、事業場

規制地域：浜松市内全域
遵守

特定施設の届出

有害物質使用特定施設

排出規制措置、排出状況把握、汚濁防止措置

現像機

アンモニア、アンモニウ
ム化合物、亜硝酸化合物
及び硝酸化合物

届出

構造基準 定期目視点検　1回/年

土地の形質の変更届出

該当施設・該当項目等

基準値：pH5を超え11未満

水質測定と記録

管理票交付等状況報告書

電子マニフェスト制度利用
一部紙マニフェスト

pH・温度　1回/日

現像機

廃棄物の適正処理、廃棄物の減量

管理票交付、保管

特定施設規制基準

保管基準

【遵守状況評価結果並びに違反、訴訟等の有無】

。たしまし認確をとこいなが題問、果結たし認確で」表認確況状守遵び及表覧一等規法連関境環「：果結価評守遵

。たしでんせまりあは訟訴や情苦のらか民住域地：訟訴、反違

。たしでんせまりあ間年3去過は摘指の等反違のらか局当係関、たま　　　　　　

７.環境関連法規制等の遵守状況
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◆環境（安全衛生）委員会◆

◆方針発表会◆ ◆新入社員研修◆

◆消火訓練◆

◆避難訓練◆ ◆消防隊員による消火器の使い方指導◆

◆廃液流出対応訓練◆

◆廃油（インキ）流出対応訓練◆

環境教育

緊急時の対応訓練

慌てない為に 

繰り返し訓練 

環境活動の中心となる環境委員会は、環境活動の進捗状況の話し合いや法改正

内容の公開の場として毎月1回実施しています。

期の初めには全従業員が参加する方針発表会が開催され、各部署の目標を掲げ

ます。環境部門はEA21事務局が実績報告と次年度の目標を発表し、主な取組

項目と活動に関する依頼をします。また、新入社員には環境への取組の必要性

や分別指導、会社周辺清掃を実施しています。

実施日　　／2018年9月27日

実施場所　／新都田工場

実施内容　／①火災発生を想定した避難訓練

　　　　　　②消火器訓練　

雨が降っていたため、急遽避難場所を変更しての実施となりました。1階機械室

からの出火を想定し、火災を知らせる構内放送により避難開始。各部署点呼を

とり、消防隊長に報告終了をした時点の所要時間は1分52秒。前回を上回る結

果となりましたが班別プラカードが片面だけの表示であったため班員がわかり

づらかった。その結果、訓練手順書を改訂しました。

実施日　　／2018年9月18日

実施場所　／新都田工場

実施内容　／廃液流出対応訓練

現像機作業者による廃液ポリタンク取替時にポリタンクが倒

れ、廃液が流出したと想定して、訓練手順書に従い実施しま

した。また、廃液収集運搬業者にも協力を依頼し訓練を実施

しました。この結果、訓練手順書に問題がないことを確認し

ました。

実施日　　／2018年10月29日

実施場所　／新都田工場

実施内容　／廃油（廃インキ）流出対応訓練

廃油（廃インキ）を工場内から廃棄物保管場所への移動中に

ドラム缶が倒れ、廃油が流出したと想定して、訓練手順書に

従い実施しました。この結果、訓練手順書に問題がないこと

を確認しました。

８.環境教育、緊急時の対応訓練
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◆会社周辺清掃◆

◆静岡県「小さな親切」運動◆

◆天竜川クリーン作戦◆

◆交通安全旗振り◆

・2013年活動開始 ◆エコキャップ運動◆ ・2017年活動開始 ◆割り箸リサイクル活動

・累計個数　84,712個 ・累計リサイクル量　5kg

・ポリオワクチン　98.7人分

・エコキャップ焼却時のCO2

　発生抑制量累計　6,615.32kg-CO2

力協のへ動活クーワ・ドンウラグ

地域清掃活動

地域安全活動

子供の未来育成活動

新都田工場では工場周辺清掃を年６回実施しています。

この活動は2006年から始め早13年が経過しました。

活動内容は、歩道や近隣神社のごみ拾いや草取りを実施

しています。

静岡県「小さな親切」クリーン作戦に年2回参加してい

ます。この活動は事務局の静岡銀行浜北支部様からお声

掛けをいただき、2月には部署ごとに4名程度、6月は

新入社員が参加しています。

　2018年2月17日　浜北文化センター周辺清掃

　　　　　6月  2日　天竜川中瀬緑地内清掃

浜松河川国道事務所様主催のクリーン作戦に参加してい

ます。

　2018年10月28日　国道1号線橋梁下付近清掃

春・秋の全国交通安全運動週間の朝、安全衛生委員によ

る交通安全のぼり旗振りを実施しています。

この活動を通して、地域の安全を守り、従業員の通勤時

の事故ゼロを目指しています。

近年、この地点での車同士の事故と、従業員の通勤時の

事故は減少傾向にあります。

　2018年　9月28日　秋の全国交通安全運動週間

９.地域活動
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○：問題点なし　　　EA21要求事項や自社が決めたルールを満たしている

△：軽微な問題点　　EA21要求事項や自社が決めたルールが、一部に改善、又は努力を要する事項がある

×：重大な問題点　　EA21要求事項や自社が決めたルールが、完全に欠落している。

　　　　　　　　　　あるいは、システム又は手順が完全に機能していない　

監査実施日 内部監査員 田邊

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

変更事項 変更内容

環境経営目標

総評

環境面から考えると、営業部では営業車両の燃料代を減らすことで環境配慮と経費削減に繋がる。製造部では製造原価を
1%下げると1,800万円のコスト削減に繋がる。特に水道光熱費や印刷予備紙を減らすことが会社経営に影響が大きい。
今年度は目標を達成することができなかった項目が多かったが、次年度は効率の良い仕事をして無駄を無くすよう協力し
て取組みましょう。

環境経営方針 ■変更なし

□変更なし ■変更あり

□変更あり

・削減比率を下げる
・FSC認証製品受注拡大を強化する

指示がありました基準年変更と無理の無
い削減率を設定しましたが、目標を達成
することができませんでした

達成できなかった項目は、更に削減比率を下げて
目標を設定してください

前回指示事項への取組結果

環境負荷物質使用量を削減することは、環境面だ
けではなく経費削減となり、会社経営に関わって
くるため、全従業員が意識を高めて取組む必要が
ある

生産高と比較して環境負荷物質使用量は
目標を達成することができませんでした

環境経営目標の達成状況、並びに環境
経営計画の実施状況

環境法規制等に対する遵守状況、並び
に定期確認結果

違反、訴訟等はありませんでした。専門
業者による水質調査や産業廃棄物廃酸・
廃アルカリ調査は年1回実施義務がある
ため継続して実施していきます

継続して実施してください

事項 報告内容 代表者の評価

2019年1月25日

今回監査の是正事項　　　問題点／処置票の作成の必要性

今回監査の講評 環境経営システムの運営に問題はありませんでした

環境経営目標の達成状況と評価が四半期ごとに実
施されている

廃棄物保管場所、有機溶剤保管庫に問題はなかっ
た。実施確認記録簿も確認できた

必要なし

定期的に実施されている記録を確認できた

外部からの苦情等がなかったことを確認した

手順書が作成されていて必要に応じて改訂がされ
ていた

手順書と実施記録を確認した

文書類を確認した

実施項目 総合評価

文書類の作成・管理

取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防

取組みの対象組織・活動の明確化 ODP移転情報など最新なものになっている

掲示やホームページで全従業員に周知されている

環境負荷物質使用量の把握と評価がされている

環境関連法規一覧は最新のものとなっている

環境活動経営方針に沿った目標と計画である

実施体制と役割が明確にされている

現場観察

環境経営方針の策定

環境への負荷と環境への取組み状況の把握及び評価

環境関連法規などの取りまとめ

環境経営目標及び環境経営計画の策定

実施体制の構築

教育・訓練の実施

環境コミュニケーションの実施

実施及び運用

環境上の緊急事態への準備及び対応

１０.内部監査結果

１１.代表者による全体の評価と見直し・指示
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　　　　来客フロア

　　社内掲示板 　環境経営レポート掲示

　　　「環境活動通信」を毎月1回発行

　　　　　事業所別の環境負荷物質使用量とコピー使用量・予備紙使用量や

　　　　　産業廃棄物排出量、エコドライブなどを掲載

（一社）日本印刷産業連合会主催

2011年　第10回　「日本印刷産業連合会奨励賞」受賞

2014年　第13回　「日本印刷産業連合会特別賞」受賞

2015年　第14回　「日本印刷産業連合会会長賞」受賞

2016年　第15回　「経済産業省商務情報政策局長賞」受賞

　浜松市主催

2015年浜松市「新エネ・省エネ対策トップランナー審査員特別賞」受賞

　静岡県地球温暖化防止活動推進センター主催

201７年「ふじのくにエコチャレンジTRY・事業所部門審査員特別賞」受賞

2013年「ふじのくにエコチャレンジCSR・エコオフィス部門優秀賞」受賞

当社の長年にわたるエコアクション21と環境への取組みを評価していただき、
2015年「認証・登録10年継続記念」表彰を受け、感謝状と記念品を頂きました

■内部コミュニケーション■ ■外部コミュニケーション■

ホームページ掲載 

 エコアクション21 

 環境優良工場表彰 

 浜松市トップランナー特別賞 

 ふじのくにエコチャレンジ 

１2.内部・外部コミュニケーション

１3.取組みの成果



この印刷物の資材は全てリサイクル対応型資材を使い、環境に配慮した
グリーンプリンティング認定工場で印刷しています

持続可能な社会のために環境への取組みを行っています　　　 

環境に配慮した印刷製品をご提供します　　 　　　　　　　　

地球温暖化対策に努めるため「COOL CHOICE」に賛同しています

安全で信頼のおける製品とサービスをご提供します　　　　　　

「森を守るマーク」　FSC®認証製品づくりをお手伝いします　　

2004年11月26日認証登録 

2007年10月5日認定登録 

2008年5月21日認証登録 

2015年9月28日認定登録 

2016年8月29日賛同登録 


